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自由通路の混雑

下りホームの課題
・複数路線の発着（羽田方面・横浜方面）

・ホーム内の混雑

歩行者空間の不足
観光案内施設の不足
駅前広場機能の不足

国道15号で分断されたネットワーク
上下移動を伴う複雑な乗換経路
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⑤ 狭小な駅前広場

東西地域の連絡性の低さ

乗換利便性の低さ

京急品川駅

京急品川駅

１ 品川駅の現状と課題

高輪地区 港南地区

駅空間高度化機能施設の整備

地域住民や来街者等の利便
性の向上
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環状第４号線

JR東海
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京急品川駅

②、③２面４線化

地平化

５ 京急品川駅の改良後（イメージ）

鉄道駅総合改善事業
（想定スキーム）

連続立体交差事業

①駅舎の改良

○自由通路両側に駅舎を配置
○両駅舎に改札口を配置

歩行者動線の円滑化、分散に
よる自由通路の混雑緩和

②２面４線化
○下りホームを方面別に分離
＊列車利用の分かりやすさ
＊ホーム上の混雑の緩和

駅利用者（区民）の利便性、
安全性の向上

③ホームの改良
○適切なホーム幅員の確保
○昇降施設の適切な配置

駅利用者（区民）の利便性、
安全性の向上

⾃由通路整備とあわせて地平化

東西地域の連絡性の強化

○観光案内施設等の整備

港南地区高輪地区

３ 連続立体交差事業の概要

① 改札の分散など駅舎の改良 ②ホームの２面４線化や拡幅など

③ エレベーターやホームドアなどのバリアフリー施設の整備

④ 観光案内施設等の駅空間高度化機能施設の整備

４ 鉄道駅総合改善事業の概要

連続立体交差事業区間約１.７ｋｍ

品川区区間 約0.6㎞
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新馬場駅

浅草方面 横浜方面

③

港区区間 約１.１ｋｍ

２ 品川駅周辺の基盤整備
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品川駅街区地区
土地区画整理事業

JR東海 品川駅
リニア中央新幹線
東海道新幹線

京浜急行本線の
連続立体交差事業

歩行者動線

京急品川駅

環状第４号線

歩行者動線
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イメージ図

車両動線

補149（八ツ山橋）可動式ホーム柵未整備

補助
第334号線

京急駅舎 （北）

京急
駅舎
（南）

浅草方面

「京浜急⾏電鉄湘南線（京急本線）泉岳寺駅〜新⾺場駅間の連続⽴体交差化計画について（H28年度）」パンフレットに加筆修正

補助
第33２号線

京急品川駅の改良について


